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序
　わが国におけるスペイン語学に関する研究が，近年，着実に増加してきていることは大変喜ぽし
いことである。日本のスペイン語研究老の活動は今後も～層盛んになり，内外の機関紙等に発表さ
れる成果は増大し，その対象分野もますます多岐に及ぶだろうと予想される。しかし，残念なが
120
論集第1号　　（1989年）
ら，これらの文献情報を一覧できるデータベースが存在しなかった。単行本として出版されるもの
は数が少ない上に，大学・研究機関の図書カードや既存の検索システムで探し出すことが容易であ
る。また海外の学術雑誌などに掲載された論文は，いくつかの書誌情報が定期的に報告される飽，
総合的な蹟録も利用可能であるので，これらを頼りに調べられる。ところが，量的に最大の部分を
占める，国内の雑誌・紀要・論集etc．に含まれるスペイン語学の資料をまとめて検索する手段がな
く，不便を感じていた。
　このような空白を壇めようとする融勺でリス5の作成を思い立ったのが1988年の蔓であった。未
発蓑の試行版（1）を手がかりに，翌年3月にようやく暫定版の9録（2＞が完成し，この＝ピーとフロ
ッピーディスクを，関西及び東京スペイン語学研究会の関係者を中心に配布して，資料の訂正・追
加について協力を仰いだ。1989年の7月にも再度，修正原稿（3）のチ＝ックをこれらの方々にお願
いした。寄ぜられた資料と，編者自身のその後の再校正と増補を合わせて出来上がったのが以下の
文献羅録である。
自録の内容と構成
　本昌録は，1952年から1988年までに日本国内で刊行された雑誌・紀要・論集・研究報告等に所載の，
スペイン語言語学に関する論文・研究ノー5・解説・翻訳・文献昌録を対象とし，合計757点の書誌
データを収めている。
　1つのデータ毎に，整理番号，著老名，（発表年），「題名」，掲載誌名，巻号，所載ページ，がこ
の順序で与えられている。
　資料を調べる場合，テーマによる探索が最も利周度が高いと考えられるので，内容分類を主軸と
して，下記の14カテゴリーと，若干の下位区分を設けた。適轟な大きさにグルーピングすることを
優先した便宜的な分類法なので，多くの研究成果が集中する分野は細分化され，逆に文献が疎らな
領域は糧いという不均衡がある。
分類項艮一覧
1
9
ρ
3
4
文法論
音声・音韻
形態
統語・意味
a）限定詞・名詞
b）代名詞
c）前｛置詞
d）主語・語順
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だ
ひ
ρ
◎
7
8
9．
1◎．
11．
12．
13．
14．
e）再帰文
f）叙法
9）時制樒
h）動詞
i）その飽
語彙
計量・統計
歴史
a）音韻
b）形態
c）統語・意味
d）語彙・その他
地域変異
a）半島・全般
b）中南米
c）その他
社会変異・言謡接触
頬照
a）獄マンス語
b）日本認
c）英語・その他
教育
a）概論
b）教授法
その他
翻訳
書誌・文獣目録
　各文献データは最も適切と愚われる分類項霞の下に1度だけ記載される。同一の（下位）項扇内で
は各データは発表年の昇碩に，固じ年号では著者名のA－Z顕に配列した。
　欧文のタイトルは記事が欧文で書かれていることを示すが，その場合でもB本人の著者名は邦文
で衷記してある。インデックス上で同一人に統一する便を考慮したからである。
　宋尾に2つの索引を付した。著者名索引は，50音一アルファベット順に配列され，著者名毎に該
当するデータ番号を列挙した。事項索引では分野分類名以外で主題要素となり得るものをタイトル
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中の語から選び，これを索引語として，文献番号を引き墨せるように編成した。
註
1）拙稿暫定版［ver．0．99／1989．3．2］の土台となったのは，大阪外大イスパ・・ア語学科生広野知永子鴛が玉984年
　度卒業論文として提出したリスト（文献数410点）と，それに基づいて増補を加えてワープロ文書化した，
　同大学狂部卒業生G987年）の由燦千佐子霜の作成した昌録（記載点数560）である。これらには，カタμニ
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　材，数行足らずの口頭発表要旨，1ページに満たない囲み詑事，ごく短い雑談的記事などで，今園の寂録
　の対象から外したものがある。
2）出口厚実「日本の逐次禰行物等に発表されたスペイン語学に関する文献（1948－1988）」ver．0．99／1989．3．2
3）出口厚実ヂわが国の雑誌等に発表されたスペイン語学に関する文献（1952－1988）」ver．　LO／1989．7．20，周ver．1。
　　i／玉989．7．25
　＊暫定版ver。　G．99／LG／1．1の編纂過程で多くの方々から様々な御協力を頂いた。特に上瞬博人，江沢照美，
堀田英炎各既は多くの追舶データと訂正箇所を御教示下さった。この場を借りてすべての関係諸氏にお礼を申
し上げたい。
国内の雑誌等に発表されたスペイン語学に関する文献
（1952－1988）
こその1］
1989．9．IO　出　目　厚　実
＊1文法論、
1原
2島岡
3原
4原
5原
誠（1959）「新言語学の問題点」一耕文9，p。65－94
茂（1959／60）「リョラックの文法論」－HISPANICA　4／5，　p．　31－37
誠（1976）「雷語学における構造主義」一ロマンス謡研究10，p．22－39
誠（1977）「スペイン語文法論試案」一一橋論叢77（3），p．261－278
誠（1978）ヂスペイン語文法論における創出的意味部門の中核としての‘運動’の分析一
　1」一アジア・アフリカ言語文化研究16，p．134－145
6原　　誠（1979）rスペイン語文法論における創出的意味部門の中核としての‘運動’の分析一
　2」一東京外国語大学論集29，p．113－123
7原　　誠（1979）「スペイン語文法論における創繊的意味部門の中核としての‘運動の分析一
　3」－HISPANICA　23，　p．14－30
8原　　誠（1980）「スペイン語文法論における創出的意味部門の中核としての‘運動’の分析一
　4」一東京外国藷大学創立80周年記念論文集，p．43－69
9原　　誠（1980）「スペイン語文法論における創出的意味部門の申核としての‘運動’の分析一
123
　　　　　　　　　　国内の雑誌等に発裏されたスペイン誘学に関する文献（その1）
　　5」－HISPANICA　24，　p．1－18
10原　　誠（1981）Yスペイン語文法論における創出的意味部門の中核としての‘運動’の分析一
　6」一アジア・アフリカ文法研究10，p．47－67
11原　　誠（1982）「スペイン語の‘運動’が形成する意味の『場』について」－HISPANICA　26，
　p．17－30
12原　　誠（1982）「スペイン語創出文法理論の実際的適用（その2）」一アジア・アフリカ文法研
　　究11，　p．45－65
13原　　誠（1982）「意味について（上）」一東京外国語大学論集32，p．49－69
14原　　誠（1983）「スペイン語翻出文法理論の実際的適用（その3）」－xぺKン語学研究1，
　p．39－60
15原　　誠（1983）「スペイン語創出文法理論の実際的適用（その4）」一琵ISPAMCA　27，　p．37－
　53
16原　　誠（1983）「スペイン語翻出文法理論の実際的適用（その5）」一アジア・アフジカ文法研
　　究12，　p。53－74
17原　　誠（1983）「意味について（下）」一東京外国語大学論集33，p．13－32
18原　　誠（1984）「スペイン語創毘文法理論が究極的に霞指すもの」一アジア・アブV力文法研
　　究13，　p．15－30
19原　　誠（1984）「スペイン語創出文法理論の実際的適用（その1）」一金田一春彦博士古稀記
　念論文集（2）言語学編，p．23レ260
20原　　誠（1984＞fスペイン語創出文法理論の文意味部門に格はいくつあるか？」一難IS－
　PANICA　28，　p．49－65
21原　　誠（1984）「需譲の体系性と非体系性について（上）」一葉京外翻語大学論集34，p．29－
　49
22原　　誠（1985）「スペイン語創出文法理論による，いわゆる‘小文’の文法的処理について」
　一アジア・アフリカ文法研究14，p．　41－56
23原　　誠（圭985）「メタ言語讃」－HISPA澱CA　29，　p。1－16
24原　　誠（1985）「言語の体系性と非体系性について（下）3一東京外国語大学論集35，p．27－
　46
25原　　誠（1986）「創出的意味部門の中核としての‘運動’の形成する場」一アジア・アブ1コカ
　文法研究15，p．18レ210
26石崎優子（1986）「ma　一ロッパ購造主義におけるスペイン語文法一統語・意味論の二璽欝立」
　－SOPHIA　LINGUISTICA　20／21，p．243－250
27原　　誠（1987）「スペイン語創出文法理論における‘第一次および第二次運動修飾要素’と
　‘文意味修飾要素’とに関する考察」～アジア・アフリカ文法研究16，p，249－262
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　124
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論藥第玉　号　　（王989年〉
＊2音声・音韻
28近松洋男（1959／60）「イスパ＝ア語重母音一ue，－ieについて」－HISPANICA　4／5，　p．1－9
29原　　誠（1961）rスペイン語音素論（1）一言語について」一耕文10，p．39－52
30原　　誠（1961）「スペイン語音素論（2）一（その1）への注」一耕文li，　p．il－23
31原　　誠（1961）「スペイン語音素論（3）」一スペイン図書5，pほ2－27
32近松洋男（1962）「イスパ＝ア語の有声化された子音」－HISPANICA　7，　p．1－13
33原　　誠（1962）「スペイン語音素論（4）スペイン語にy，wを認めることの当否について」一
　　東京外国語大学論集9，p．47－68
34近松洋男（1963）「イスパxア語の起半母音現象（重母音一ie，－ue及びyod）」－HISPANICA　8，
　　P．至一15
35原　　誠（1966）「スペイン語音素論（5）スペイン語のいわゆる半母音の音素論的解釈につい
　　ての再考」一一橋論叢56，p．154－174
36原　　誠（1966）「スペイン語音素論（7）中和批半1」一東京外国語大学論集13，p．　37－76
37原　　誠（1967）「スペイン語音素論（8）スペイン藷に内部解放連接は存在するか？」一東京
　　外国藷大学論集15，p．101－－130
38上野政夫（1967）「イスー〈　：ア語のインFネーション」一北九州大学外国語学部紀eel4，　p，83－
　　95
39園瞭守男（1968）「イスパニア語のイントネーション」一長崎県立国際経済大学論集2（3），
　　p．60－81
40原　　誠（1968）「スペイン語音素論（9）スペイン語発話の音声学的一大特徴について」一一
　　僑論叢59，　p．5◎－67
41蕊好準之助（1969）「スペイン語母音の音色に関する一音響学的考察」一京都産業大学紀要第
　　1輯FL系列「外国諮と文化jl，p．108－139
42三好準之助（1969）「スペイン語母音に関する音響学的考察（2）」－HISPANICA　14，　p．1－19
43出口厚実（1972）「『西語らしさ』の音声的側面について」－Estudios　Hispanicos　2，　p．34－・49
44秋山紀一（1974）「スペイン語における音節の聞題点」－KISPANICA　18，　p．37－50
45伊藤太畜（1974）「イスパニア語の音節構造と分綴法」一大阪外國語大学学報30，p．41－59
46原　　誠（1975）「スペイン語のレイラミエントの音声的実体」一一橋論叢，p．197－214
47秋山紀一（1977）「スペイン語における音節の問題点（2）音節構造と音節境界」一駒沢大学外
　　羅語学部論集6，p．12M36
48出口原実（1977）「スペイン語の強勢位置に関して」一大阪外国語大学学報39，p．　ig9－213
49高垣敏博（1977）「スペイン語の語頭添加母音e一について」－HISPANICA　21，p．17－3i
50今津藤一（1978）「スペイン語の二重母音一比較音声学の立場から」一富山大学教育学部紀要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　125
　　　　　　　　　　圏内の雑誌等に発褒されたスペイン語学に鯛する文献（その1）
　26（文科系），p．69－75
51Benavides，　Juan醗g“e1（1979）N◎tas　sobre　la　pronunciaci6n　del　espafiol　一語学研究18，　p．23－
　29
52出P厚実（1980）「多価的素性でみたスペイン語の音韻プロセス」－HISPANICA　24，　p．33－51
53高垣敏博（1980）AN◎te　on　R［hythmic　Nature◎f　Spanish　－Lingttistica　Hispanica　3，　p，141－155
54高垣敏博（1980）「Pulgramの音節理論」一外羅語・外翻文学研究4，p．15－28
55當作靖彦G98◎）ASS£RTION　IN　SPANIS｝至一音声言語の研究1，p．95－135
56出目厚実（1981）「多価的素性で見たスペイン語の音韻プロセス」一惚マンス語研究13／14，
　P．86－96
57高垣敏博（1981）「自然生成音韻論における音節一スペイン語を中心に」一京都産業大学論集
　　10（3），　p．15◎－174
58阿部三男（1982）「スペイン語における子音群の単純化について」一宮城昇教授還暦寵念論文
　集，p．1－20
59小泉晶子（1982）「スペイン語における第二強勢の菊無について」一宮城昇教授還暦龍念論文
　　集，　p．175－190
60酒井優子（1983）「スペイン語洗礼名の子音の繰り返しを伴う省略について」一スペイン藷学
　研究1，p．61－78
61酒井優子（1983）「スペイン語洗礼名の省略に見られる音の省略と子音の変化」一文京女子短
　期大学英語英文科紀要16，p．145－157
62阿部三男（1984）「スペイン語における音節末のsの気音化・消失に関する通蒋的・共時的研究」
　一東海大学紀要教養学部15，p．123一斑0
63阿部三男（1984）「スペイン語の音節末・語末における一sの気音化・消央について」一鍬S－
　PAMCA　28，　p．12－31．
64　森本栄晴　（1984）　Una　observaci6n　sGbre　el　acent◎　y　la　int¢ns至（量ad　dentro　de　la　蕪ng登≦s雛ca
　espafiola－hacia・una・definici6n・cientfica　de　estos　temminos　一横浜商科大学論集17（1／2），　p．170－
　179
65瀬聾優子（1985）ギ洗礼名の省略に見られる子音の変化とスペイン語における子音の頻度」
　－HISPANICA　29，　p．31－49
66伊藤太吾（1986）6T◎davia　es　valida　la　teoria　de　las　areas　laterales　de　Matteo　Bart◎li？－Lin－
　　9｛ffs縫ca　Hispanica　9，　P．47－58
67原　　誠（1987）「スペイソ語子音体系内への音素wの位麗付け」一スペイン語学碕究2，p．1－
　21
68Jl｛上茂信（1987）ヂスペイン語は強さアクセントの言語か」一言語・文化研究5，p．　59－66
69本村琢也（1987）「スペインのスペイン語における音節末子音連続（その1）」一言語・文化研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　126
論藥第1号（1989年）
　　　5，　p。11－18
70堀闘英炎（1988）「スペイン語発音表記」一愛知県立大学外国語学部紀要雪語・文学編20，
　　p．155－176
7Ull上茂儒（1988）Nota　sobre‘」6se’一スペイン語学硫究3，p．35－47
72木村琢也（1988）「スペインのスペイン語における音節末子音連続（その2）」一需語・文化薪究
　　　6，　p．53－59
＊3　形　態
73出口厚実（1969）「イスパ＝ア語不活動体名詞における語羅一a／－oの対立と意味」一大阪外顛
　語大学学報21，p．77－94
74出臼厚実（1971）「スペイン語動詞屈折語尾の購造」一・大阪外顯語大学学報23，p．35－60
75出環厚実（1974）「スペイン語における複数形成について」一大阪外国語大学学報30，p．　1－14
76出欝厚実（1974）「スペイン語動Se9　paradigmaの形態音韻論的側面」－HISPANICA　18，　p．　51－
　68
77Wilkinson，　Hugh　E．（1977）Notes　en　Spanish　－i6く一eu　and　the　Weak　Preterite　Ending　一青山学
　院大学一般教養部会論集3，p．21－34
78Arce，　Germ蝕M．（1978）Ei　g6nero　en　castellan◎－Li簸g蟹s雛ca　Hisp離ica　1，p。3－25
79三好準之助（1978）Sobre　algunas　funciones　del　s慮30　diminutivo　espaftol　－Lingttfstica
　　董｛ispanica　1，p．143－16◎
80出口厚実（1979）「動詞呼応の類型（1）」一大阪外国語大学学報45，p。1－18
81上田博人（1979）「語形成における制限つきの規則性一若干のスペイン語接尾辞に関して」一
　東京外国語大掌論集29，p．1－17
82上膨博人（1979）「派生語と辞書一スペイン語接尾辞一・bleの意味と記述」－LEXICON　8，　p．16－
　26
83出口厚実（198◎）「動詞呼応の類型（2）」一大阪外国語大学学報48，p．1－18
84出口厚実（1980）「動詞呼応の類型（3）」一大阪外国語大学学報49，p．11－30
85Benavides，　Juan　Miguel（1981）Apuntes　s◎bre　m◎rfol◎g≦＆verbai一藷学研究28，　p。1－14
86出口厚実（1981）「動詞呼応の類型（4）」一大阪外国語大学学報54，p．1－20
87三好準之助（1981）「示小辞の基本的意味機能と文脈的意味分類の一基準」－HISPAMCA　25，
　p．3i－52
88原　　誠（1982）「スペイン語形態論」一宮城昇教授還暦記念論文集，p．8FIOO
89伊藤文雄（1982）「スペイン語の示小接尾辞（－ito，－ill◎）について」～宮城昇教授還暦記念論文
　　　集，　p．119－136
90小野　茂（1982）「葭認動物名詞の性の決定に関して」－XISPANICA　26，　p．77－88
127
　　　　　　　　　　　国肖の雑誌等に発蓑されたスペイン語学に関する文献（その1）
91岡村　一（1983）「　Ptマンセにおける縮小語について」一熊本商業大学論集30（1），p．69－
　　82
92上闘博人（1983）「スペイン語語形成論（1）一記述単位の検討」一スペイン語学研究1，p．79－
　　95
93上田博人（1983）「スペイン語語形成論（2）一基体の設立における技術的な問題点」一研S－
　　PANICA　27，　p．87－100
94酒井優子（1984）「スペイン語洗礼名の省略形に見られる性の中性化」－SOPKIA　UN－
　　GUIST夏CA　16，　p。99－108
95酒井優子（1984）「性決定の要因一植物語彙におけるラテン語からスペイン語への性転換」－
　　H歪SPANICA　28，　p．81－99
96高垣緻博（1984）「現代スペイン語における複合語の講成」一京都産業大学論鯛3（3），p．93－
　　137
97上田博人（1984）「スペイン語語形成論（3）一交替形について」一東京外国語論藥34，p．51－
　　66
98上田博人（1984）「不規則動詞の形態論」－XISPANICA　28，　p．128－143
99坂東省次（1985）Observaciones　preliminares　acerca　del　R丘mero　一京都外国藷大学研究論叢26，
　　p．2◎◎－227
100上顯博人（1985）「スペイン藷語形成論（4）一文法性について（1）」一東京外国語大学論集35，
　　P．47－63
101坂東省次（1986）Delimitaci6n　de◎pos圭ci6鼓yneutra財atci6窺de1磁鵬ero一京都外翻語大学硫究
　　言禽華鍵27，　p．285－309
102酒井優子（1986）「スペイソ語の地名形容調：－enseを伴う派生」－H至SPAMCA　30，　p．68－83
103酒井優子（1986）「スペイン語の地名形容詞：－efioを派生」一文京女子短期大学英語英文科紀
　　要19，　p．圭45－154
104坂東省次（1987）S◎bre　l◎s　nembres◎bjet◎s£｛sicos　co磁pues重os一京都外国語大学研究論叢3◎，
　　p．231－242
1◎5酒井優子（1987）「スペイン語の地名形容詞の派生語尾に関する形態音韻的考察：－ee音一Fn◎」
　　一スペイン語学研究2，p．45－64
106酒井優子（1987）「スペイン語の地名形容詞の派生語尾に関する形態音韻論的考察：－eroと
　　一atio　」一田SPANICA　31，p．7レ85
107高垣敏博（1988）「スペイン語における人名の愛称形について」一世界目承文芸研究9，p．　805－
　　823
108上闘博人（1988）F◎rmas　h◎monfmicas　en　espafi◎1　－Lexicon　17，　p．22－33
128
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論藥第1華多　（1989年）
惣　統語・意味（限定詞・名詞）
109瓜谷良平（1958）「イスパ＝ア語冠詞の研究」一掘殖大学論集16，p．9－26
110瓜谷良平（1960）「スペイン語冠詞論（1）一形態について」一拓殖大学論文集16，p．　xx－xx
111瓜谷良平（1963）「スペイン語冠詞論（2）一実調のスタイルとしての領域一」一拓殖大学論集
　　32／33，　p．3◎1－313
112Montero，」◎s6，　G．（1968）EL　ARTICULO一京都外国語大学研究論叢10，　p．95畷06
113Rodriguez，　Justino（1972）EL　DOMOSτRATIVO　Y　EL　ARTiCULO一京都外国語大学研究
　　論叢13，p．90－1◎0
114佐藤玖美子（1973）「スペイン語に於ける照応の定冠詞」一駒沢大学外国語学部紀要2，p．45－
　　46
115佐藤玖美子（1973）「スペイン語の不定冠詞複数形について」一駒沢大学外国語学部論集2，
　　P．103－117
116佑藤玖美子（1973）ε身体の部分を褒す名詞と冠詞について」－HISPANICA　17，　p．1－21
117佐藤玖美子（1974）「スペイン語に於ける関係文と冠詞について」一駒沢大学外国語学部紀要
　　3，　p．61－81
118櫨藤玖美子（1975）「スペイン語に於ける名詞の指標としての冠詞について」一一駒沢大学外国
　　語学部紀要4，p．65－81
119有吉俊二（1977）「ロマンス諸語における所有形容詞と冠調・指示形容詞と定冠詞との共起現象
　　一スペイン語を中心として」一獄マンス語研究11，p．1－13
120高橋覚二（1978）／定冠詞十Qu猛／構文（1）」－fflSPANICA　22，　p．103－117
121佐藤玖美子（1979）「スペイソ語の冠詞と主格について一1－」一駒沢大学外国語学部紀要8，
　　p．119－138
122高橋覚工（1979）／定冠詞十（≧UE／構文（2）」－HISPANICA　23，　P．100－116
123坂東省次（1982）「現代スペイン語における名詞の数に関する～考察一対立と中和」一京都外
　　国語大学研究論叢23，p．160－184
124佐藤玖美子（1982）「Contextoと冠詞について一虫格における考察一」一宮城昇教授還暦記念
　　論文集，　　p．241－260
i25佐藤玖美子（1982）「スペイン語における一般的に欝及された名詞と冠詞について一主格にお
　　ける考察一j一駒沢大学外国語学部研究紀要10，p。249－266
126Arce，　Ger瓢鋤（1983）V段董or　y　us◎de1　articulo　en　espafi◎i－L童ng貢fst玉ca翅sp｛籟ica　6，　p．27－42
127坂葉省次（1983）「スペイン語の集舎名詞」一京都外国語大学研究論叢24，p．203－219
128江藤一郎（1983）「スペイン語のいわゆる『定冠詞の代名詞的用法』について」一天理大学外国
　　語教育9，　茎）．46－6◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　129
濁内の雑誌等に発表されたスペイン語学に網する文献（その1＞
129上腿博人（1984）Nombres　de　acci6n　en　espaiiol－Ling＃istica　Hispanica　7，　p．135－15◎
130高垣敏博（1987）薪スペイソ語の名詞化表現とその文法関係」一京都麓業大学論集16（3），
　　P。79－101
穐　統語・意味（代名詞）
131出as　rv実（1972）「スペイン語人称昌的格と代名詞化」一大阪外国語大学学報26，　p．1－18
132出口厚実（1973）「スペイン語に憲語代名調削除は存在するか」一大阪外国語大学学報29，p．3－
　　12
133R◎組ero，　Robert　N．（1973）An◎te◎n　Per㎞ut£er’s　globako蕪s£ra童撮o慕Spa揺sh　c圭顛cs一需語研
　　究63，p．44－73
134浦祁幹男（1974）「Lefsmo，　laism◎，　loismoに関する一考察」一語学研究3，　p．1－51
135有吉俊二（1975）「現代スペイン語における弱形代名講に関する一考察一変形文法におけるそ
　　れらのs◎urcesとstatusの位置付け一一　」一熊本短大論集δ1，　p．19－70
136出P厚実（1975）「接語形代名詞の位置に麗する統語的考察一スペイン語主語後置と接語形代
　　名詞移動の関連について」一大阪外国語大学学報33，p．65－79
137富本正美（1975）薪スペイン語余剰代名詞溝造」一関西外国語大学研究論集22，p．225－261
138宮本正美（1975）「使役動詞・感覚動詞構文に於けるスペイン語弱形人称代名詞の簾置について
　　（1）」－HISPA澱CA　19，　p．98畷12
13g高橋覚二（1976）「Us£edについて」一アカデミア文学・語学編23，　p。233－256
14e宮本正葵（1977）「スペイン語使役溝文における‘Clitic　Climbing’の条件（1）」一関藪外願語
　　大学学園創立30周年記念論文集25，p。507－523
141宮本正美（1978）U無esb◎zo　de　la　transposici6n　de　clitico◎bjet◎en　el　sintagma　verbal　comp至ejo
　　con　sujeto（tiferente　en　espaftol－Ling嚢fstica　Hispanica　1，P．118－142
142宮本正葵（1978）「同一主語・複合動詞句におけるスペイン語弱形人称代名詞の移動について一
　　1一諸説の概観」一関西外国語大学研究論集29，p．231－256
143出環厚実（1979）「動詞の内部構造と付接辞嵌入について」－Estudios　Hisparkic◎s　6，　p．19－32
144三好準之助　（1979）ESTE－ESE　en　una　deiXis　especial－L圭ngiiistica　Hisp凌nica　2，　p．1◎7－122
145山環忠志（1981）「スペイン語変形文法：CLITIC，　PRO，痕跡を中心として」一海外欝語学清報
　　1，　p．275－297
146堀囲英失（1982）「スペイン語代名詞の重複樗文について」一宮域昇教授還暦記念論文集，
　　p．1◎1－118
147渡辺節子（1982）「Leismoにおける斜絡形式の揺れ一Car1neR　Laf◎retの場合を中心に一」－
　　HISPANICA　26，　p．204－222
148渡辺節子（1982）「頬格・与格形式における揺れ一L疑圭sRo眉aer◎とDolores瓢edioの場合一」一
130
論集第1号（1989年）
　　宮城昇教授還暦記念論文集，p。445－458
149渡辺節子（1983）「代名詞連続と形式の揺れ」－HISPANICA　27，　p．101－116
150堀田英失（1984）La　construcci6n　redundante　del　prGnombre　espafiol　y　el　foco　一愛知県立大学
　　外国語学部紀要言語・文学編17（2），p．271－284
151出口厚実（1985）Profor醗as　y　variable　16錘㈱一Ling頓s£lc段Hisp垂nic我8，　p。圭一12
152三好準之助（1985）「スペイン語の指承詞と人称」－HISPANICA　29，　p。17－3◎
153山下好孝（1985）Sobre　la　construcci6n　redundante（1）：relaci6n　con　1◎s　cas◎s　acusativ◎／dativo
　　－Ling負≦stica　Hispanica　8，　p．　103－122
154山下好孝（1986）S◎bre　la　c◎nstrucci6n　redundante（2）：la　diferencia　dialect＆1－Ling“istica　His－
　　panica　9，　p．209－224
155蕗臓千代（1988）Appr◎即h　to　a　lexicaH濾ecti◎n　aRd　ciiticization　in　Spa雛ish－SOP｝墨IA　LIN－
　　GUISTICA　23／24，　p．119－129
156山下好孝（1986）「弱勢形代名詞重複講文について」－HISPANICA　30，　p．111－122
157山口忠志（1988）Pronombres　suje£os　en　espadoi－SOPHIA　LINGUISTICA　23／24，　p．1圭1－118
鱗　統語・意味（前置詞）
158騎田俊昭（1964）「前置詞aをともなう名詞・代名詞の格についての一考察一細江逸記博士の
　　学説にたいする批判一」－KISPANICA・9，　p．14－26
159浦和幹男（1966）「前置詞‘DE’に関する一考察」一拓殖大学論集52／53，　p．439－472
160浦和幹男（1969）「スペイン語前置調‘A’に関する一考察（1）」一拓殖大学論集66，p．135－
　　167
161高橋覚二（1972）　r前置詞aと直接補語」一アカデミア文学・語学編19，p．93－11◎
162近藤　豊（1975）「前置詞deに就いて一一動詞語種との関係に立った予備調査」一天理大学学
　　報99，p．　29～45
163近藤　豊（1977）「前置詞deと分離・鳳復・知覚確認動詞について」一天理大学学報106，
　　P．9－24
164野濁忠行（1978）「関係語論一前置詞conと動調の関係」一駒沢大学外国語部論集7，p．99一
　　茎11
165高橋覚二（1978）「スペイン語前置詞の活用（1）」一アカデミア文学・語学編25，p．337－353
166野照忠行（1979）「関係語論一前置詞co簸と動詞の関係」一駒沢大学外睡語部論集9，　p．1◎3－
　　128
167　高橋覚二　　（1979）　Oposici6n　facultativa　de　‘a’y　‘en’－LiRgUistica　H玉sp顔ica　2，　P．145－163
168高橋覚二（1979）［スペイソ語前置詞の活用（2）」一アカデミア文学・語学編26，p．243－269
169高嬌覚二（1979）rスペイン語前麗詞の活用（3＞」一アカデミア文学・語学編27，p．167－194
131
繭内の雑誌等に発蓑されたスペKン語学に踏する文献（その玉）
170Bosque，王g絵ci◎（1980）La　prepesici6n　SIN　－Ling登istica　Hisp衰niea　3，　p．71－85
171高橋覚二（1980）6Cambiar　c◎n‘de’ycambiar　siR‘de’，oposici6n　facultativa？－VOZ　DE
　　IBEROAMERICA　9，　p．19－22
172高橋覚二（198◎）「スペイン語前置詞の活用（4）」一アカデミア文学・語学編28，p．163－191
173高橋覚二（1980）「スペイン語前置詞の活用（5）」一アカデミア文学・語学編29，p．139－166
174高橋覚二（1981）「スペイン語前置詞の活用（6）」一アカデミア文学・語学編3◎，p．195－222
圭75高橋覚二（1981）「スペイン語前置詞の活用（7）」一アカデミア文学・語学編31，p．圭25－153
176野照忠行（1982）「関係語論一前置詞deと動詞の関係」一駒沢大学外国語部論集15，　p．125－
　　154
i77高橋覚二（1982）「スペイン語前置詞の活用（8）」一アカデミア文学・語学編33，　p．4匹82
178高橋覚二（1983）「スペイソ諾前置詞の活用（9）」一アカデミア文学・語学編34，p．35－62
179高橋覚二（1984）「スペイン語前置詞の活用（10）」一アカデミア文学・藷学編36，p．41－66
18◎高橋覚二（1985）「スペイン語前置詞の活用（11）j一アカデミア文学・語学編38，p．33－6◎
181高橋覚二（1985）「スペイン認前置詞の濡常（12）」一アカデミア文学・藷学編39，p。19－40
182高橋覚二（1986）「スペイン語前置詞の活用（13）」一アカデミア文学・語学編4C，　p．25縫O
l83野田忠行（1987）「関係語論一前置詞porと動詞との関係」一駒沢大学外国語部論集26，
　　P．21－48
＊4　統語・慧味（主語・語順）
184原　　誠（1975）「xペイン語に主語はあるか？」一磁SPA澱CA　19，　p．85－97
185有畜俊二（1977）「現代スペイン語におけるLeft・dislocati◎n，　T◎picalizatieRおよびその樒互麗
　　係について（1）」一熊本商大論集51，p．141－166
186有吉俊二（1978）ヂ現代スペイン語におけるLeft　dislocatlofi，　T◎picalizati◎nおよびその絹互関
　　係について（2）」一熊本商大論集52，p．ll7－147
187出ra　r￥実（1978）「『主語性』の概念とスペイン語の不完全主語文」一磁SPA澱CA　22，　p．15－29
188青木文夫（1981）MarkedRess，　phrase　structure　and　stylistic　rule－SOP冠IA慧NGUISTICA
　　8／9，p。34－42
189三好準之助（1981）「スペイン語統語法研究のための主題・概念枠」一京都産業大学論蜘0（3），
　　p．266－298
190柴若佐枝（1982）「動調との関係における主語の位麗一現代スペイン語の語願を巡って」一富
　　城昇教授還暦記念論文集，p．261～284
191寺騎英樹（1982）Fスペイン語における主語の砿置」一人文研究63，p．95－11
192　秋山牽己～　（1983）　Construcci◎nes　con　c◎mplemento　direct◎antepuest◎al　veτbo　en　espaff◎1－L圭n－
　　g慧is£ica　Hispaa圭ca　6，　p．1－26
132
論簗第1馨（1989年）
193繊目厚実（1983）Aspect◎s　cuantitativos　del　orden　de　palabras　e鍛el　espa員◎1　contemporane◎－
　　　Linggistica　Hispanica　6，　p．55－66
194原　　誠（1983）Algu無os　problemas　del　orden　de　c◎locaci6n　de　ios　elemem◎s　oracio難ales　e無la
　　　gramatica　productiva　espafiola－Lingきfstica　Xispanica　6，　p．91一王08
195石綺優子（1983）「『談話の文法』によるスペイン語の構造と意味」－SOPH茎A　HNGUISTICA
　　　王1，P．117－124
196石崎優子（1983）「スペイン語の主観裏現」－SePHIA　LINGUISTICA　13，　p．80－89
197三好準之助（1983）UR　examen　del　Tema　de　la　oraci6n　espabola　－Lingtiistica｝Hispanica　6，　p．紛9－
　　　121
i98山下好孝（1983）‘Tema’en　la　oraci6n　espail◎la　y　su◎rden　desde　el　puRto　de　vista　inf◎rmativo
　　　－Ling穏istica　Rispanica　6，　p．123－143
199寺崎英樹（1984）rスペイン語の語順と談話の原則」－HISPAN三CA　28，　p．114－127
200青木文夫（1985）The　subject　o£　infinitives　in　Spanisla　and　the　pro－drop　parameter－SOPHIA
　　　LINGUISTICA　18，　p。80－85
201高橋覚二（1985）「SERの主語」一琵ISPANICA　29，　p．82－94
202青木文央（i986）La圭鳳corporaci6鷺1ξx韮ca　de　mFL　y　el　do面！恥de　A－bl鷺d魚g－SOP頚A　LIN－
　　　GUISTICA　20／21，p．125－130
203　有吉俊二　（1986）　On　the　position　of　the　adversative　conjunctive　adjunct《siR　embargo》－Lin－
　　　99istica　Hispanica　9，　P，9－18
204山臼忠志（1986）Ei　parametro　del　sujeto　nulo　y　｝a　teoria　del　contr◎1　－SOPHIA　LINGUISTICA
　　　　　　　　　ユ
　　　20／21，p．119－124
205出環厚実（1987）Sobre　el　orden　de　pa玉abras　en　las　oraciones　copu｝ativas　－Ling9≦stica　Hispanica
　　　1◎，p．25－37
206寺崎英樹（1987）「スペイン語の不定名調句主語の語順について」一東京外国語大学論集37，
　　　p．27－39
207江沢照美（1988）El　or’den　de　palabras　en　las　oracioRes　interrogativas　del　espafiol－Linggistica
　　　Hispanica　l　l，P．21－36
惣　統語・意味（再帰文）
208原　　誠（1960）「スペイン語再帰動講の諸絹法の再検討」一東京外国語大学論集7，p．15－
　　　38
209出口厚実（1972）「SE受動文と再帰文のシンタクシス」一｝墨ISPAMCA　16，　p．　F16
210出口厚実（1973）「格文法とスペイン語再帰文の動作主格」－Estudlos　Hisp盃nic◎s　3，　p．57－73
211近藤　豊（1973）「イスパニア語の動詞一再帰動詞について」一天理大学学報25（1），p．96一
133
国内の雑誌等に発蓑されたスペイン語学に閣する文献（その1）
　　110
212有吉俊二（1974）「格文法による現代スペイン講再帰構文の一考察」一熊本短大論集49，p．67－
　　112
213寺崎英樹（1974）「スペイン語のいわゆる非人称および受動のSEj一人文研究47，　pほ7－34
214出日厚実（1975）「SEはどこからくるか一スペイン語の再帰動詞構文について」－91S－
　　PA澱CA　l　9，　p．7◎－84
215Mata，」◎s6（1975）LOS　REFLEX三VOS－Inte韮to　de　u舩uevo　acercamie厩o　a　sus疑sos，　c◎nstrttc－
　　ci◎nes　y　sentidos－HISPANICA　19，　p．25－57
216原　　誠（1976）「スペイソ語のいわゆる‘se’の諸用法の再検討から繕を学ぶか？」一菓窟外
　　国語大学論集26，p．　35－64
217寺綺英樹（1976）「スペイン語非人称再帰文における‘se’の機能」一人文研究52，　p．167－184
218坂東省次（1978）「強勢形再帰代名詞一歴史と統語構造に関する一考察一」一京都外国語大学
　　研究論叢19，p．86－112
219出目厚実（1978）Antipassive　and　Refiexive　Passive　in　SpaRish　－LingUistica｝H量sp益nlca　1，p．54－
　　74
220出口厚実（1978）「スペイン語se統一仮説に向けて」一大阪外国語大学学報42，　p、1－14
221出ew厚実（1978）「関係文法とスペイン語の反受動文・再帰受動文」－Estu（lios　Hisp5Ric◎s　5，
　　p．19－32
222橘川慶二（1978）Oraciones　reftexivas　eR　espafi◎1一語学薪究1，p．　1－37
223　有饗ぎ俊二二　（1979）　Reciproca豆Constructi◎ns　in　Spanish－Mn9登fstica　Hispanica　2，　P。3－44
224坂東省次（1979）「スペイン語再帰代名詞の環境範囲についてJ一京都外圏語大学研究論叢20，
　　P．王1◎－132
225秋由紀一（1980）「スペイン語の非人称文」一玉川大学文学部論叢20，p．　231－247
226三好準之助（1980）El　SE　del　espafiol　actual：un　estudlo　se魚蝕tlc◎－Ling慧≦stlca　Hispanica　3，
　　p．103－140
227橘ll慶二（1981）「再びスペイン語の再帰文について」一人文研究（神奈川大学人文学会）79，
　　P．1－25
228高垣敏博（1981）「SE非人称文再考」－KISPANICA　25，　p．93－111
229秋山紀～（1982）C◎麗£rucci6無pasiva　r組ejae霊esp頗o圭一LiRg湿s£ica醸ispanica　5，　p．レ11
23◎有吉俊二（1982）On　the　Refiexive　Verb‘ocurrirse’－LIRgUfstica　Hispanica　5，　p．13－32
231出口厚実（i982）OR　Refiexive　Structures（2）－Linggfstica｝Hisp衰nica　5，　p．33－45
232出購厚実（1982）「S£講文の分類とSEの種類についての小考」一露s臓d茎os搬s顧n呈cos　8，　p．1－
　　13
233出日厚実（1982）ヂSE構文の類別とSEの内包」一大阪外國語大学学報59，　p．1－16
134
論集第1号（1989年）
234出口厚実（1982）「SE同音異義語説への疑問」－HISPANICA　26，　p，1－16
235出口厚実（1982）rスペイン語一再帰形式をめぐって」一講座黛本諦0，p．305－318
236原　　誠（1982）A｝gunos　problemas　del　pr◎nombre　refiexiv◎SE　en　la　gramゑtica　pr◎ductiva
　　es茎）a姦◎la－LingUistica　Hispanica　5，　p．73－83
237　石岡誠三三　（1982）　Estudi◎s　de　las　lenguas　iberorromanicas　（1－1）　－la　clasificaci6n　de　las　parti－
　　culas　se　espa薮◎la　y　la　pos圭bilidad　de　postular　el　rasg◎［十Media］◎n◎茎）ara　la　ex茎）蕪caci6簸de　la　parti－
　　c鷲1a一和歌由工業高等専門学校研究紀要17，　p．70－75
238三好準之助（1982）Locativ娼ad　semantica　del　SE　esp頗◎1－LingWstica　Hispanica　5，　p，107－ll4
239高橋覚二（1982）Diferencias　semanticas　de　las　construcciones　impersonales：‘la　tercera　persona
　　del　Plura1’，　‘se　act三vo’y　‘e董pronombre至難de負n三do　un◎’－Ling茸fst茎ca難is茎）an三ca　5，　p．115－140
240寺綺英樹（1982）rSE統一説と分裂説」一宮城昇教授還暦記念論文集，　p，335－349
24王出口厚実（1983）「再帰講造論（1）：スペイン語再帰自動詞とse受動の場合」一ロマンス語研
　　究15／16，　p．65－74
242繊日厚実（1983）「再帰文のパタンと分類基準一再帰構造論（3）」－Estudios　Xispanicos　9，　p．1－
　　16
243　石岡誠三三　（1983）　］巳studios　de　las　lenguas髭berorrom凌nicas　（1－2）－la　clasificaci6n　de　las　partf－
　　culas　se　espa薮◎韮a　y　la　posibi玉idad　de　postular　e1　rasg◎〔十Med童a］◎no　para　la　explicaci6n　de　la　partF
　　cula一和歌由工業高等専門学校研究紀要18，　p．90－95
244宮本正美（1984）「スペイン語における身体再帰代名詞の有無」一関西外国語大学研究論集40，
　　p，193－223
245三木一郎（1987）Fスペイソ語におけるSEを用いた受動表現」一ロマンス語研究20，　p．37－41
246大森洋子（1988）Ehs◎refiexivo　de　los　c】fticos　eR　espafiol　－SOPHIA　LINGUISTICA　23／24，
　　p．更39一圭47
＊4　統語・意味（叙法）
247山霞善郎（1959）「接続法雑考」－Mas　y　Menos　19，　p．9－16
248Cabezas，　A．（1968）「イスパニア語の接続法」一京都外国語大学研究論叢10，　p．11－19
249福罵教隆（1976）「『イスパニア語接続法の研究一その本質的機能に関して一』要約」－STUD－
　　IUM　5，　p。67－71
250福罵教隆（1976）「イスパ＝ア語接続法に関する諸説の検討」一外国語教育3，p．10－20
251福篤教隆（1977）「イスパニア語叙法と肯定・否定に関する一問題」一外国語・外国文学硫究1，
　　p．22－30
252福罵教隆（1977）「イスパ＝ア語接続法の独立文中における用法について」一外困語教育4，
　　p．30－40
135
濁内の雑誌等に発表されたスペイン語学に関する文献（その1）
253伊藤太畜（1977）「スペイソ語のいわφる可能法について」一£s£udlos鐵sρ蝕lc◎s　4，　p．29－48
254福篤教隆G978）La　aserci6聡yei　mod◎esp面◎1－Ling養istica　HispaRica　1，P．75－94
255福篤教隆（1978）’「イスパニア語接続法の感情動詞に導かれる絹法について」一外躍語教育5，
　　p．25－37
256　福罵教隆　（1979）　La　；neda｝idad　de　las　ci義usulas　sustantivas　en　espafi◎1－Ling鳶fstica　Kispan圭ca　2，
　　p。63－84
257福罵教隆（1979）「イスパuaア語接続法の名詞節中における用法について（1）」一外羅語教育
　　　6，　p．45－46
258三原健一　（1978）Fr◎zenness　and　the　Spanish　Subjunctive　M◎o（i－NEBULAE　5，　p。1－18
259宮本正葵（1979）「『価値判断2の無人称文におけるスペイン語の法選択について」一関西外国
　　　語大学贋究論文集31，p．32ひ341
260Arce，　Cer搬翻M．（1980）La　m◎伽aci6塁del　subl臓tivo－Li難g醜tlc＆瓢sp衰舷ica　3，　p．　3－40
261出口厚実（1980）M◎od，　Moda｝　and　Tense　in　Spanish－Li数g撮s£ica猫sp蝕ic＆3，　p．87－1◎王
262出q厚実（1980）「ムードとモード：スペイン語における法性をめぐって」－Estudios　His－
　　　Pまnicos　7，　P．59－71
263有吉俊二（1981）ANote　o簸the　Spa籍圭sh　Subju鍛ctive：with　Special　Reference　t◎its　Use　iR　the
　　　Subord至nate　Clause　of　Verbs◎f　Be至ief　in　Di衰log◎de　la　Lengua－］し呈ng農ist．ica　Hisp農nica壌，茎）．3－30
264出口厚実（1981）「接続法と陰否性一スペイン語叙法分析の～視点」一大阪外圏語大学学報52，
　　P．19－37
265福蔦教隆（1981）La　modalidad　de　las◎raciones　indepeRdientes　y　de　las　clausulas　sustaRtivas　en
　　espafiol　－LingUistica　Xispanica　4，　P．　63－84
266福罵教隆（1981）「イスパェア語接続法の名詞節中における用法について（2）」一外国語教育
　　　7，　p．58－72
267原　　誠（1981）La　Poslcl6獄de　los　Tres　Modos　eR　la　Gramatica　Pr◎ductiva　Espafiola　－Lin－
　　　g貢istica　Hispan圭ca　4，　p．85－95
268三好準之助（1989S◎bre　el　modo　subjuntiv◎del　espa醸鶏odemo－Li麟fs£呈ca磁s晦ica　4，
　　　P。97－117
269三好準之助（1981）「現代スペイン語の法選択に関する…仮説」一京都産業大学論集10（3），
　　　p．126－149
270高壇敏博（1982）「従属標識としてのスペイン語接続法」一京都産業大学論集11（4），p．84－
　　　110
271出照厚実（1982）「スペイン語における叙法と法性」～大阪外国語大学学報56，p．　1－16
272　宇畠篶1教隆　（圭982）　Frecue無cia　de重sabjuntivo　e獄el　es茎）a姦o至ac搬a圭一L呈聡9慧fst圭ca　R呈sp衰磁c灸5，茎）．47－
　　72
136
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論藥第1号（玉989年）
273福鳥教隆（1982）「イxパ＝ア語接続法の統計的一考察」一神戸市外国語大学論叢33（2），p．
　　63－81
274福鳥教隆（1982）「イスパ＝ア語接続法の独立文・名調節中における用法について」一外国語教
　　育8，　p．17－25
275出癖厚実（1983）「スペイン語叙法論における否定の役割」一大阪外國語大学62，p．1－16
276出口厚実（1983）「節の統語型と叙法」－HISPANICA　27，　p．20－36
277石崎優子（1984）「スペイン語の接続法一その使用墓準」～SOPHIA　LINGUISTICA　l6，　p．
　　40－47
278石騎優子（1985）「スペイン語の接続法のee・希lj　J－SOP田A　LING贋S賢CA　18，　p．72－79
279深沢光代（1986）Sl　subjuntivo　espafiol　y　la　presuposici6n　－SOPHIA　LINGUISTICA　20／2王，
　　P．57－64
280深沢光代（1987）「スペイン語接続法における主題性の一側面一主として形容詞節の場合一」
　　一清泉女子大学紀要35，p．11－18
281星井道夫（1987）Sig簸i§cado　de！modo　e掘os　complement◎s　de‘creer’一麗沢大学紀要45，　p．23－
　　35
鱗　統語・意味（時綱・粗）
282町田俊昭（1957）「Aspecto一本質と応用理論としての形態一」－RISPANICA　2，　p．1－26
283中岡省治（1973）「P◎es≦a　Narrativaにおける薩説法不定過宏と不完了過去についての～考察」
　　一大阪外国語大学29，p．79－98
284西川　喬（1973）「受動態に於けるアスペクト」－HISPANICA　i7，　p，22－36
285茜規　喬（1974）「現代スペイン語における薩説法現在の薦法」一神芦帯外国語大学論叢
　　25（2），　p．35－51
286丙規　喬（1975）「現代スペイン語における直説法完了過去について」一神戸市外翻語大学論
　　叢26（2），　p．63－82
287寺綺英樹（1975）「完了過去は完了的な過去か一スペイン語の完了過玄と不定過去」一人文研
　　究49，　p．87－105
288前鐡幸男（1976）「スペイン語単純形動詞のアスペクト」一麓細亜大学教養部紀要14，p．102－
　　H8
289蕗川　喬（1976）「現代スペイン語における直説法未来について」～神戸市外国語大学論叢
　　27（5），　p．101－120
290出口厚実（1977）「基底時捌と表層時糊」－Estudi◎s　Hisp甑童cos　4，　p．15－28
29王前韻幸男（1977）「スペイン語受鋤態のアスペク肩一姫細亜大学教養部紀要16，p．82－98
292前賑幸男（1977）「スペイン語複合形容詞アスペクyj一亜細亜大学教養部紀要15，p．124－140
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　137
蟹内の雑誌等に発嚢されたスペイン語学に翻する文献（その1）
293福篶教隆（1978）「イスパニア語アスペクト小史」一外国語・外国文学研究2，p。45－54
294前田幸男（1978）「スペイン語動詞のテンスとアスペクトVS付蒲物としてのタイム」一亜細
　　亜大学教養部紀要17，p．43－60
295原　誠（1979）「スペイン語における時欄とアスペクト」一アジア・アフリカ文法研究8，
　　p．83－103
296中岡省治（1980）r接続法過去一se形と一ra形についての一考察」－Bs組d量os　His頭簸icos　7，　p．43－
　　58
297酋想　喬（1980）「スペイン語における時制機能論（1）」一神戸市外国語大学論叢31（2），
　　p．69－81
298山田善郎（1980＞「イスパニア語勤詞のおける直説法蒋翻の二元性について」－Estudios　His－
　　paBicos　7，　p．23－42
299西規　喬（1981）「スペイン語における時欄機能論（2）」一神戸甫外霞語大学論叢32（3），
　　p．35－51
300中山直次（1982）「スペイン語アスペクト考一『時3を切る一」～宮城昇教授還暦記念論文集，
　　1）．2i1－240
301上田博人（1982）晒語動詞活用の7基本形」一窟城昇教授還暦記念論文集，p．377－392
302Arce，　Ger磁簸M．（1983）LAS罫ORMAS　EN－RA　Y－S£D£HMP£RF£CTO涯SUB3UN－
　　TIVO－HISPANICA　27，　p．レ19
303原　誠（1983）rスペイン語における複合過去」一ロマンス語瞬究15／16，P。95－105
3◎4高橋覚二（1984）Expresiones　de　futuro　exx　espafi◎1　－LiRgttfstica　Hispanica　7，　p．113－134
305　薦君i　　喬　（1985）　Co撮puestos　de　verbo　IR養s　s“stan£iv◎en　espa雛o玉一Ling9≦stica　Kisp直nica　8，　P．43－
　　68
306出轟厚実（1986）Un　nuevo　modo‘presuntivo，　en　sustituci6n　de　1◎s宅le孤pos賊RrO　y　condic－
　　ional－Ling磁6tica　Hispanica　9，　P．19－34
307出口厚実（1986）「スペイン語に‘未来’はあるか？同格化された法・時糊概念をめざして」－
　　Estu（薮os　Xisp歳nic◎s　12，　p．　i－16
308三好準之助（1986）La　f◎rma　verbal　CANTABA　y　su　pr圭ncipio　fuBc圭ofial　－Ling9≦siica　Kis－
　　panica　9，　P．95－114
309三好準之助（1987）「現代スペイン語の動詞形式CANTABA」一京都産業大学国際言語科掌研
　　究所所報8，p．ll3－150
310蜘村ひとみ（1987）「主動詞の意味と時捌の照応」－RISPAMCA　31，p．158－175
311控々木克美（1988）「メキシコスペイン語のhabla夢oジularにおける未来時称について」一国際
　　武道大学研究紀要4，p．　H3－120
312上謡博人（1988）「スペイン語の未来形の意味について」一東京外国語大学論集38，p．59－72
138
論集第1号（1989年）
3王3V授squez　Sola旦o，　Claudio　ARtonio（1988）Bl　castellano　com◎lengua　extranjera－hacia　una
　　delimit段ci6鍛dei　us◎del　Pret6rito　lmpcrfecto　y　del　Pret壱rit◎Perfecto　Simple　del　modo　indica£iv◎．
　　一関西外国語大学研究論集48，p．49－59
＊4　統語・意味（動詞）
314原　　誠（1958）「スペイン語の間接命令」一耕文8，p．1－ll
315石瞬優子（1975）「スペイン譜における受身の意味構造についての～考察」－SOPK王A　LIN－
　　GUISTICA　l，p．71－81
316宮本正美（1975）「‘La　Colmena’に於けるスペイン語命令諸形式（1）」一関西外国諾大学研
　　究論集23，p．283－315
317高橋覚二（1975）Sobre　la　construcci6n‘ir　a十infinitivo’－RISPAMCA　19，　p．58－69
318石崎優子（1976）「スペイン語において能動文から受動文への変化が意味するもの」－
　　SOPMA　LINGUISTICA　2，　p，32－40
319宮本正葵（1976）「‘La　Colmena’　eこ於けるスペイン語命令諸形式（2）」一関西外国語大学研究
　　論集24，p．191－205
320福罵教隆（1977）Andr6s　Bell◎and　the　perf◎rrr1ative　analysis－NEBULAE　3，　p．　200－202
321中岡省治（1977）「進行形『estar十ge臓獄di◎』に関する考察（1）」一霊studlos｝｛isp甑icos　4，　p．1－
　　14
322高橋覚二（i977）「ACABAR　D£十1NF三M暇VOについて」一アカデミア文学・語学編24，　p．
　　圭9レ215
323中岡省治（1978）Notas　sobre　las　perifrasis　en　gerundio　de　sentido　durativ◎－LingUfstica　His－
　　p凌nica王，p．161－191
324　西ノii　　喬　　（1978）　En　torno　a　Ias｝imitaciones　de　la　voz　pas呈va　con　el　verbo　auxi玉iar　‘ser’－una
　　soluci6耳desde　e玉punto　de　Vista　del　aspect◎－Ling慧≦s雛ca　Hisp氏nica　l・P・192－225
325出口厚実（1979）「過去分詞は何と一致するか？一スペイン語における能格構文一」－Mas　y
　　Menos　2，　p．4－13
326近藤　豊（1979）「イスパニア語の‘変化動詞’についての予備的調査報告一Racerse十名詞・
　　形容詞・副詞」一天理大学学報121，p。43－59
327近藤　豊（1979）「イスパ＝ア語の動詞volverseによる変化表現について（前）」一外国語教育
　　6，　P．57－66
328有吉俊二　（198◎）De薮揺te醤◎uRs　in　haber　Sentences～Liag滋stica蚤｛呈spa盃ca　3，　p．41－69
329近藤　豊（1980）「イスパニア語の‘変化動詞’についての予備的調査報告一Po鷺erse十名詞・
　　形容詞・副詞」一天理大学学報123，p．125－147
330近藤　豊（1981）「イスパニア語の動講volveτseによる変化表現について（後）」一外国語教育
139
圏内の雑誌等に発衰されたスペイン諮学に関する文献（その1）
　　7，　P．49－57
331近藤　豊（1981）「変化動＃a　convertir（se）の意味と用法一〈もの〉主体表現をめぐって」一天
　　理大学学報129，p．113－128
332鈴木　寛（1981）「新稿スペイン語のserとestar」一愛知県立大学外麟語学部紀要需語・文学
　　編14，　P．1－22
333秋山紀～（1982）「スペイン語における『知覚感覚動講』の統譜購造について」一憲城昇教授還
　　暦言己念論文集，　P．21－4◎
334塩沼洋子（1982）「いわゆる『無人称文』について」一宮城昇教授還暦記念論文集，p．285－302
335當作靖彦（1982）「スペイン語における節結合と反転述語の相互関係について」一宮城昇教授
　　還暦記念論文集，p．351－375
336秋山紀一（1983）「SER受身文について（1）一その動詞句的灘面を中心として」一スペイン語
　　学研究董，p．21－38
337浅香武和（1983）En　t◎撮o　a　la　de澄o面Racl磁del　l浦賊ivo　perso鷺a1－Li1壌醜£lca　Kis麺ni餓6，
　　P。43－53
338福嵐教隆（1983）Oraciones　intransitivas　ac◎mpaftadas　de　dativo　6tico　eR　esp頗01（1）－Lin－
　　g灘st呈ca萎｛玉spanica　6，　p。67－89
339福嵐教隆（1983）「イスパニア語における関心の与格を伴う自動詞文について（上）」一神戸甫
　　外国語大学論叢34（2），p．　23－40
340福篤教隆（1984）Orac1ones　intransitivas　acompafiadas　de　dativo甜co　en　espafi◎1（2）－Lin－
　　g＃istica　Hisp直nica　7，茎）．23－54
341福罵教隆（1984）「イスパニア語における麗心の与絡な伴う露動詞文について（下）」一神戸晦
　　外国語大学論叢35（1），p．75－98
342三好準之助（1984）r現代スペイン語の受動文」一京都産業大学論集13（3），p．59－92
343Navarro，　Juan　J．（1984）6El　verbo‘habeτ’carece　sie搬pre　de　s虜eto？一拓殖大学論集151，　p．
　　35－5◎
344藪絹　喬（1985）「スペイン語におけるSER受動態使用捌限について」一ロマンス語研究18，
　　P．37－45
345　高盤敏｛専　（1985）　Los　sustaRtivos　verbales　y　la　tyansitividad－Lingti｛stica　N童spanica　8，　P．69－82
346高橋節子（1985）「感情動詞と言語の4つのyベル」一瓢SPAMCA　29，　p．　95－ll2
347江藤一郎（1986）「スペイン語の存在を褒す動講‘hay’と‘es£afについて」－W理大学学報152，
　　P．2レ39
348福鷹教隆（1986）「イスパニア語の使役文，知覚文と文法関係」一外顯学研究王6，p．61－80
349　高垣敏博　（1986）　Sobye　ei　infiRitivo　n◎minai　del　ti茎）o：se◎fa　e韮repicar　de｝as　caml）anas－Lin－
　　9“≦stica　H呈sp凌Rica　9，　P．179－190
140
論集第1掃Q989年）
350江沢照美（1987）EI　verbo　parecer　y瓢co識strucc圭6n－Li簸鶴｛stica難spa鍛lca沁，　p．39－57
35i小池和良（1987）「間接補語として機能する無生名詞を導く動詞」一スペイン語学研究2，
　　P．25－44
352中岡省治（1987）「Perifrasis　eR　gerund量oにみられる助動詞の特微について」－Estudios　His－t
　　茎）an圭c◎s　13，　p．25－49
353高橋節子（1987）「スペイン語における使役動詞と格形式」一白鴎大学論集1（1），p．99－ll8
354高橋節子（1987）「格形式と文法機能」一斑SPA灘CA　31，p．圭31嵯46
355利光和彦（1987）「Gerundio（現在分詞）の特殊構文について（その1）」愛知県立大学外国語学
　　部紀要雷語・文学編19，p。235－246
356山下好孝（1987）rHay，　estar，　serを使った存在文について」－H至SPANICA　3｝，p．176－190
357原　　誠（1988）「Navas　R“lzj963を読んで」一スペイン語学研究3，　p．13－34
358石崎優子（1988）「スペイン語における能格表現」－SOP磁A　LrNGUISTICA　23／24，　p，13i－
　　138
359小池和良（1988）Verbos　preposicionales　espafioles　y　su　alcance　一スペイン語学研究3，p．49－
　　62
360寺崎英樹（1988）「SER／ESTARの意味と機能」一スペイソ語学研究3，p．85－102
361上田博人（1988）「スペイン語の繋辞状動調の分類」一スペイン語学研究3，p．103－118
＊4　統語・意味（その他）
362有吉俊二（1975）「現代xペイン語における所有形容詞および所有代名詞について」一熊本短
　　大論集50，p．79－116
363福罵教隆（1975）「イスパニア語の条件文に関する一考察」－STUDIUM　4，　p．81－90
364前ff幸男（1978）ヂ百年の孤独の文章構造について」一亜綱亜大学教養部紀要18，　p．184－・186
365寺崎英樹（1978）「スペイン語の基本文型」一人文研究56，p，1玉2－129
366　出q厚箋≡　（1979）　The　Syntax　of　Direct　Objects　in　Spanish－LingUistica　Hispanica　2，　P。45－62
367宮本博司（1980）「スペイン語における虚辞の薮oについて一『おそれ』の意を含む文の場合一」
　　一語学研究24，p．85－90
368　有吉俊二二　（198i）　Las　tres　caracteristicas　sint凌cticas　de　El　Jarama　por　Sanchez　Ferlosio　KIS－
　　PA醗CA　25，　p．53－69
369出目厚実（1981）N◎tas　s◎bre　la　negaci6n－Ling負fs£ica　Hisp｛籟ica　4，　p．47－62
370福罵教隆（1981）「イスパ＝ア語の文と節に関する一考察」一外閣語・外騒文学研究5，p．81－
　　88
37i石岡誠三（1981）「現代スペイン語に於ける補文化子，　que，　el卿e，　el　hecho　de　queの分布に関
　　する覚書」一和歌山工業高等専門学校研究紀要16，p．64－69
141
羅内の雑誌等に発表されたスペイン語学に麗する文献（その1）
372　山ra忠志　（王981）　Notas　sobre　las◎raci◎nes　de　relativo　sin　antecedentes－Sapientia　15，　P，123－
　　134
373青木文夫（1982）「スペイン語文法一Rlveroの研究を中心に一」一海外言語学情報1，p．299－
　　307
374片岡喜代子（1982）「スペイン謡の翻詞が修飾するもの」一宮城昇教授還暦記念論文藥，p．155－
　　173
375三好準之助（1982）「現代スペイン語の無人称文」－NISPANICA　26，　p．　47－62
376高橋覚二（1982）新関係詞と接続詞：comoの場合」一アカデミア文学・語学編32，　p．69－96
377録州亜矢子（1982）「スペイン語の関係代名詞に関する一考察」一宮城昇教授還暦記念論文集，
　　P．411－430
378香野早苗（1983）「スペイソ語文体論」一海外雷語学清報2，p．206－213
379山口忠志（1983）「スペイン語統語論」一海外需語学清報2，p。190－198
380中岡省治（玉984）慰詞的従属節の位置に関する一考察一理由簾を遵くp◎rqueとc◎m◎の機能
　　を中心として」一大阪外国語大学学報64，p．　229－25G
381江藤一郎（1985）「スペイン語の現在分謁の用法について」一外羅語教育11，ひ．25－38
382深沢光代（1985）「スペイン語配分の等位接続に関する一考察」一清泉女子大学紀要33，p。14－
　　24
383福篤教隆（1985）0鱗he　Spa鍛lsh£ough－Pr◎ceediRgs◎f　the　Ninth　ARnual　MeesiRg◎負he　Ka難一
　　sa圭LingUist呈c　S◎c圭ety，　P．1－8
384　福篤教隆　　（1985）　］しac◎nstrucci6n　t◎ugh　en　espafio至（1）　一】LiRgXstica　Hispanica　8，　P。13－42
385酒井優子・大森洋子（1985）「スペイソ語意味論」一海外覆語学情報3，p．209－217
386出目忠志（1985）「スペイン語統語論」一海外需語学情報3，p．197－2◎8
387青木文失　（1986）La　incorp◎raci6n　i6xica　de　INFL　y　el　d◎！斑慮o　de　A－8魚d沁g－SOPH夏A　UN－
　　GUIST王CA　20／21，p。125－130
388坂東省次（1986）UNA　CONS至D露RACI6N　SEMANTICA　SOBR髭LA　CATSGOR｛A　D露
　　NUMERO　EN　ESPANOL　（1）－MSPANICA　3◎，　p．1－17
389深沢光代（i986）「porqueによる原鵬の従位接続」一清泉女子大学紀要34，　p．49－61
390福罵教隆（1986）Las　relaciones　gramaticales　y　su　es｛udio　en　las　oraciones　c＆usaSivas　y　de　percep－
　　ci6n　en　espa薮o玉（1）　－Ling懸is£ica　H呈sp凌n至ca　9，　p．35－46
391福蔦教隆（1986）「イスパ＝ア語の£o装gh購文について（上）」一神戸市外国語大学論叢36（6），
　　p．75－103
392窟本博司（王986）ヂスペイン語における虚辞のnoについて（2）－has£aの後で用いられる場
　　合」一語学蘇究45，p．61－68
393　中岡省治　　（1986＞　Ensayo　s◎bre　el　us◎ydiferenciaci6R　de至as　conjunciones　causales　espaft◎1es：
142
論集第1暦（1989年）
　　《pues£o　que》，《ya　que》，《pues》y《que》－Li鷺g懸fs雛ca　H圭spanica　9，　p．圭15－154
394福罵教隆（1987）Las　relaciones　gramaticales　y　su　estudi◎e掘as　orac圭◎鍛es　causativas　y　de　percep－
　　ci6n　en　espa負01　（2）　－Linggistica　Kispanica　10，　P．59－76
395酒井優子・大森洋子（1987）「スペイン語意味論・語用論」一海外書語学情報4，p．236－243
396上鐙博人（1987）「接尾辞一menteのつく副詞とco識＋抽象名詞」一スペイン語学研究2，p．81－
　　86
397山口忠志・加藤ナツ子（1987）「スペイン語統語論」一海外言語学情報4，p．224－235
398浅書武郡（1988）「スペイン語の自由間接話法」一スペイン語学研究3，p．　F12
399深沢光代（1988）rスペイン語選択等位接続の意味一スペイン語文法における意味解釈の歴史
　　一」一清泉女子大学紀要36，p，39－49
40◎福鷹教隆（i988）La　construcci6n　£ough　en　espafiol（2）－Li無g慧｛s£icaを｛isp舗ca　11，p．37－59
401福罵教隆（1988）「イスパニア語のtough構文について（中）」一神戸帯外国語大学論叢39（4），
　　P．61－84
402小池和良（1988）「述語補語の範囲」－HISPAMCA　32，　p．　74－89
403酒井優子（1988＞ヂスペイン語の全体疑問文にSIかNOで答える場合の是認と否認」一スペイ
　　ン語学研究3，p．65－84
404酒共優子（1988）「スペイン語のいわゆる‘付加疑問’とその答えのつながりについて」一磁S－
　　PANICA　32，　p．121－133
405酒井優子（1988）La　funci6n　identificadoi’a　en　los　interrogativos　qu6　y　qui6R　－LiRggistica　His－
　　pa夏lica圭1，p．87－108
〔以下継続〕
143
